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食育 木育 花育から

 つながる心育

夏
の
夜
よ

　

燃
え
上
が
れ



２
０
１
８

　

２
０
１
８
と
う
ま
蟠
龍
ま
つ
り
（
蟠
龍
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
８
月
５
日
に

と
う
ま
山
ふ
も
と
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
０
０
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、
子
ど
も
蟠
龍
太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
盛
大
に
始
ま
っ
た
蟠
龍

ま
つ
り
。
会
場
に
は
焼
き
鳥
や
か
き
氷
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
ク
レ
ー
プ
な
ど
た
く
さ
ん

の
出
店
が
並
び
、
多
く
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
利
光
実
行
委
員
長
は
「
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、
夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー

ジ
に
な
る
よ
う
最
後
の
花
火
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
前
の
道
路
で
は
「
働
く
ク
ル
マ
展
」
が
開
か
れ
、
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
普
段
は
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
に
乗
っ

た
り
、
写
真
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
運
動
場
で
は
、
巨
大
な
ボ
ー
ル

の
中
に
入
り
転
が
っ
て
遊
ぶ
「
ゾ
ー
ブ
ボ
ー
ル
」
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
他
に
、
と
う
ま
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
た
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
で
遊
ぶ
「
運
動
あ
そ
び
広

場
」
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
す
い
か
サ
イ
ダ
ー
早
飲
み
選
手
権
」
で
は
、
年
齢
別
に
早
飲
み
競
争
が
行
わ
れ
、

各
部
門
の
１
位
に
は
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
、
２
位
以
下
に
は
す
い
か
サ
イ
ダ
ー
塩
味

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
は
、
道
内
で
人
気
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
ト
イ
シ
ア
タ
ー
」
や

２０１８

とうま蟠龍

まつり



２
０
１
８

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
当
麻
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
に
仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
行
政
区
対
抗
に
よ
る「
ナ

イ
ス
イ
ン
！
蟠
龍
玉
入
れ
大
会
」
で
は
、
２
年
連
続
北
星
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
麻
音
頭
に
合
わ
せ
て
約
２
８
０
人
が
千
人
踊
り
を
披
露
。
今
年
も
り
ゅ
う
た
く
ん

と
で
ん
す
け
く
ん
が
一
緒
に
踊
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
も
ち
ま
き
」
で
は
１
６
０
０
０
個
の
紅
白
餅
を
用
意
。
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
投
げ
る
側
も
受
け
取
る
側
も
必
死
に
お
餅
を
握
り
し
め
、
会
場
全
体
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

だ
ん
だ
ん
空
が
薄
暗
く
な
り
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
近
づ
く
と
と
も
に
会
場
の
熱
気
も

高
ま
っ
て
い
る
中
、
当
麻
蟠
龍
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
「
蟠
龍
太
鼓
」。
迫
力
あ
る
演
奏

に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
後
は
当
麻
蟠
龍
隊
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
暗
く

な
っ
た
会
場
に
赤
や
青
で
照
ら
さ
れ
た
龍
は
幻
想
的
、
且
つ
力
強
い
演
出
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
夏
の
風
物
詩
。
４
０
０
発
の
花
火
が
当
麻
の
夜
空
を
彩
り
、
熱
い
夏
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
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「
龍
」の
姿

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
に
描
く

蟠
龍
ま
つ
り

　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

●
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
陸
上
競
技

　

旭
川
大
学
高
等
学
校
３
年
で
当
麻

中
出
身
の
佐
藤
真
夢
さ
ん
が
、
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
第
71
回
北
海
道
高
等
学

校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子
個
人
の

部
七
種
競
技
で
３
位
、
団
体
の
部
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
第
６
位
と
優
秀
な

成
績
を
残
し
、
８
月
１
日
～
６
日
に
三

重
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
２

回
目
の
全
国
大
会
出
場
と
な
る
佐
藤
さ

ん
は「
夢
で
あ
り
目
標
で
あ
る
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
で
す
。
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
圧
倒

さ
れ
ず
に
戦
い
ま
す
」と
力
強
く
話
し

ま
し
た
。（
結
果
は
七
種
18
位
、
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
予
選
敗
退
）

●
全
道
中
体
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

当
麻
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

と
東
神
楽
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
合
同
チ
ー
ム
が
７
月
27
日
～
29
日

に
石
狩
市
で
行
わ
れ
る
全
道
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
主
将
の
宮
崎
り

み
さ
ん（
３
年
）は「
何
が
あ
っ
て
も
あ

き
ら
め
ず
、
自
分
た
ち
ら
し
い
試
合
を

し
ま
す
」と
決
意
し
ま
し
た
。（
結
果
は

１
回
戦
敗
退
）

●
全
道
中
体
連
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

７
月
７
日
に
旭
川
市
で
行
わ
れ
た

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
上
川
代
表

決
定
戦
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
個

当
麻
っ
子

　
大
舞
台
で
活
躍

全
国
・
全
道
大
会
に
出
場

人
戦
で
、
当
麻
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
今
野
愛
菜
さ
ん
と
佐
藤

み
な
み
さ
ん（
い
ず
れ
も
２
年
）の
ペ

ア
が
２
位
、
阿
部
紗
弥
さ
ん（
３
年
）

と
小
林
那
奈
さ
ん（
２
年
）の
ペ
ア
が
３

位
と
優
秀
な
成
績
を
残
し
、
７
月
30
日

～
８
月
１
日
に
北
見
市
で
行
わ
れ
る

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

笑
顔
で
支
え
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

（
結
果
は
２
回
戦
敗
退
）

●
全
道
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

当
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
が
第
30
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
地
区
予
選
で
優

勝
し
、
８
月
３
日
～
５
日
に
苫
小
牧
市

で
行
わ
れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
川
﨑
朝
日

さ
ん
は「
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
を

し
て
、
優
勝
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。（
結
果
は
４
試
合
中

1
勝
3
敗
）

●
全
国
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

当
麻
中
出
身
の
山
下
風
香
さ
ん（
永

嶺
高
３
年
）と
山
下
留
奈
さ
ん（
上
川
高

１
年
）姉
妹
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
全
道
大

会
高
校
の
部
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
、

８
月
10
日
～
12
日
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ

る
第
43
回
全
国
高
等
学
校
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
競
技
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
２
人
は「
自
分
の
力
を
し
っ

か
り
出
し
切
っ
て
強
い
選
手
に
負
け

な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
話
し
ま
し

た
。（
結
果
は
１
２
９
人
、
中
留
奈
さ

ん
52
位
、
風
香
さ
ん
70
位
）

●
３
・
４
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

米
田
悠
真（
当
小
）

・
優
秀
賞　

舟
山
碧
人（
当
小
）、
相
澤

莉
音（
当
小
）、
大
橋
美
音（
宇
小
）、

中
島
零
嗣（
当
小
）

●
５
・
６
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

岡
部
桧
菜
子（
宇
小
）

・
優
秀
賞　

粥
川
有
芽（
当
小
）、
今
野

羽
菜（
当
小
）、
山
下
優
月（
当
小
）、

川
﨑
朝
日（
当
小
）

岡部桧菜子さんの作品

米田悠真くんの作品
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「
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」が
７
月
26
日

か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
10
日
間
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
麻
町
体
育
協
会（
今
井
孝
行
会

長
）と
当
麻
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員（
窪

郁
夫
委
員
長
）、
教
育
委
員
会
が
共
催
、

か
ん
ぽ
生
命
の
協
力
を
得
て
開
催
し
た

も
の
。

　

夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
小
学
生

を
始
め
、
多
く
の
町
民
が
参
加
。
す
が

す
が
し
い
朝
日
の
も
と
、
元
気
に
体
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
。

朝
日
の
も
と
元
気
に

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
会

　

町
内
の
建
設
関
係
事
業
所
で
構
成
す

る
当
麻
町
建
設
協
会（
西
森
稔
之
会
長
）

が
８
月
６
日
、前
日
に
開
催
さ
れ
た「
と

う
ま
蟠
龍
ま
つ
り
」の
後
片
付
け
作
業

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
。
参
加
し
た
12
人
の
メ
ン
バ
ー
は
真

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
イ
ベ

ン
ト
駐
車
場
の
柵
や
交
通
規
制
看
板
の

撤
去
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
場
者
で
あ
ふ
れ
た
蟠
龍
ま

つ
り
。
撤
去
作
業
は
会
場
準
備
と
同
様

に
労
力
が
必
要
な
作
業
で
す
。
西
森
会

長
は「
毎
年
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
は
大

変
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の

作
業
が
少
し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
る

当
麻
建
設
協
会
が

　
蟠
龍
ま
つ
り
会
場
後
片
付
け

町
の
入
り
口
を

　
　
　
　
　
彩
る

道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
を
利
用
す
る
方
に
、
道
路
の
役

割
や
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、

美
し
く
安
全
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
８
月
に
国
土
交

通
省
が
行
う「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」。

そ
の
一
環
で
あ
る
道
路
功
労
者
表
彰

（
表
彰
者　

北
海
道
開
発
局
長
）を
、
当

麻
町
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会（
中
島
大
智
会
長
）が
受
賞
。
８
月
７

日
に
伝
達
式
が
役
場
講
堂
で
行
わ
れ
、

樺
澤
孝
人
旭
川
開
発
建
設
部
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
毎
年
、
６
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
道
の
駅
と
う
ま
前
花
壇
の
植

栽
、手
入
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
。

そ
の
功
績
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
に
は
、
中
島
会
長
、
杉
本
敬

子
副
会
長
、旭
川
開
発
建
設
部
関
係
者
、

菊
川
健
一
町
長
ら
が
参
加
。
感
謝
状
を

手
渡
さ
れ
た
２
人
は「
当
麻
の
入
り
口

で
あ
る
道
の
駅
を
、
今
後
も
美
し
く
見

せ
て
い
き
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

荒
井　
　

勗
さ
ん
（
４
西
３
・
100
歳
）

　

石
垣　

博
志
さ
ん
（
中　

２
・
66
歳
）

　

木
戸　

貞
子
さ
ん
（
６
東
４
・
92
歳
）

　

松
井　

當
典
さ
ん
（
３
西
３
・
71
歳
）

　

山
崎　

髙
義
さ
ん
（
５
東
４
・
77
歳
）

（
平
成
30
年
７
月
21
日
～
８
月
20
日
届
け
出

分
・
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
了
承
い
た
だ

い
た
方
の
み
掲
載
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

　

荒
井
ふ
じ
子
さ
ん
（
４
西
３
）	

５
万
円

　

千
葉　
　

緑
さ
ん
（
宇　

２
）	

１
万
円

　

石
垣
紀
美
子
さ
ん
（
中　

２
）	

３
万
円

　

木
戸　

文
雄
さ
ん
（
４
西
３
）	

２
万
円

　

山
崎　

り
か
さ
ん
（
５
東
４
）	

２
万
円

社
会
福
祉
活
動
資
金
と
し
て
社
協
に

　

東
京
当
麻
会
（
山
根
清
会
長
）
か
ら

	

５
万
円

　

中
央
地
区
行
政
区
連
絡
協
議
会
か
ら

	

３
万
円

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と

し
て
町
に
（
７
月
分
）

　

９
６
４
人
の
み
な
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
も
早
い
も
の
で
今
年
50
歳
に
な
り
、

米
農
家
と
し
て
歩
み
始
め
33
回
目
の
収

穫
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
水
稲
に
つ
い
て
は
、
田
植
え
後

か
ら
日
照
不
足
や
低
温
に
よ
り
、
作
柄

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
以
降
好

天
に
恵
ま
れ
今
年
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
美
味
し
い
〝
新
米
〟
が
収
穫

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
高
校
を
卒
業
後
、
就
農
し
た
当

時
は
外
国
と
の
農
産
物
の
輸
入
自
由
化

問
題
や
、
戦
後
か
ら
続
い
た
食
料
管
理

法
の
廃
止
な
ど
農
業
政
策
が
大
き
な
転

換
期
と
な
り
〝
や
っ
か
い
道
米
〟
と
揶

揄
さ
れ
北
海
道
稲
作
は
真
っ
先
に
淘
汰

さ
れ
る
と
言
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。
し

か
し
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
町
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
が
団
結
し
幾
多
の
試
練
や

問
題
を
乗
り
越
え
、
高
品
質
良
食
味
米

の
生
産
に
取
り
組
み
、
今
で
は
関
東
、

関
西
を
は
じ
め
全
国
の
消
費
者
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
全
道
屈
指
の
米
産

地
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
日
の
当
麻
農
業
の
発
展
に

は
こ
の
当
麻
の
美
し
い
田
園
や
、
大
雪

山
の
清
流
を
利
用
し
た
水
田
用
水
路

施
設
、
そ
し
て
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
農
業
施

設
な
ど
を
築
き
上
げ
た
先
人
、
先
輩
方

の
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
事
を
決
し

て
忘
れ
ず
感
謝
し
、
私
達
は
そ
の
恩
恵

を
受
け
こ
れ
か
ら
も
農
業
技
術
の
向
上

に
努
め
こ
の
豊
か
な
当
麻
の
農
地
や
自

然
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
継
承
す

る
の
が
今
を
生
き
る
私
達
農
業
者
の
務

め
だ
と
考
え
ま
す
。

　

あ
と
数
日
で
今
年
の
稲
刈
り
も
始
ま

り
ま
す
が
何
よ
り
農
作
業
事
故
に
充
分

に
注
意
し
順
調
に
作
業
が
進
み
、
農
家

に
と
っ
て
一
年
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
出

来
秋
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。
こ

の
時
期
に
相
応
し
い
有
名
な
俳
句
に

「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」

が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
こ
の
俳
句
の
通

り
常
に
感
謝
と
謙
虚
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
家
族
や
多
く
の
仲
間
た
ち
と
と
も

に
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
当
麻
町
を
愛

し
、
そ
し
て
開
拓
魂
を
忘
れ
ず
こ
れ
か

ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
執
筆
者
は

　
　
　

真
鳥
一
昭
さ
ん
（
中
２
）
で
す

「
33
回
目
の
収
穫
の
秋
」

○135

羽
根　

敏
さ
ん

（
中
４
）

行 政相談所を開設します
　行政相談週間（10月15日～ 21日）を前
に、行政相談所を開設します。国などの
行政について相談や意見、要望などを行
政相談委員の菅克則さん（５東４）がお受
けします。
●日時　10月５日（金）午後１時～４時
●場所　農村環境改善センター１階第２
研修室
※当日は心配ごと相談と合同で行います

●
第
33
回
全
町
フ
ィ
ー
ル
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
（
町
教
委
主
催
・
８
月
26
日
）

【
男
子
の
部
】

・
優
勝　

小
林
奏
（
中
７
）

・
準
優
勝　

佐
藤
忠
（
３
西
３
）

・
第
１
位　

室
田
博
視
（
北
１
）

・
ド
ラ
コ
ン
賞　

小
林
奏
（
中
７
）

・
ニ
ア
ピ
ン
賞　

室
田
博
視
（
北
１
）・
木

下
孝
元
（
３
西
４
）

【
女
子
の
部
】

・
優
勝　

室
田
静
子
（
北
１
）

・
準
優
勝　

野
喜
佐
子
（
３
西
３
）

・
第
１
位　

林
節
子
（
６
東
３
）

・
ド
ラ
コ
ン
賞　

林
節
子
（
６
東
３
）

・
ニ
ア
ピ
ン
賞　

野
喜
佐
子
（
３
西
３
）
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当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（一部を除く）
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～17時15分（木曜日は11時～19時）

赤い風	 梶よう子

赤い靴	 大山淳子

悪玉伝	 朝井まかて

一億円のさようなら	 白石一文

送り火	 高橋弘希

大人は泣かないと思っていた	 寺地はるな

鏡の背面	 篠田節子

風に恋う	 額賀澪

彼女の恐喝	 藤田宜永

彼女は頭が悪いから	 姫野カオルコ

しき	 町屋良平

しししのはなし	 正木晃

下町ロケット　３	 池井戸潤

襲来　上・下	 帚木蓬生

焦土の刑事	 堂場瞬一

新・水滸後伝　上巻・下巻	 田中芳樹

シンドローム　上・下	 真山仁

スケルトン・キー	 道尾秀介

咳をしても一人と一匹	 群ようこ

地に滾る	 あさのあつこ

蝶のゆくへ	 葉室麟

友を待つ	 本城雅人

任侠浴場	 今野敏

能面検事	 中山七里

秘録島原の乱	 加藤廣

マンガ月たった２万円のふたりごはん	 奥田けい

マトリョーシカ・ブラッド	 呉勝浩

むすびつき	 畠中恵

燃える波	 村山由佳

四十歳、未婚出産	 垣谷美雨

インクレディブル・ファミリー	 フランシス

エマおばあちゃん、山をいく	 サームズ

おもしろ謎解き『縄文』のヒミツ	 こんだあきこ

ごみじゃない！	 minchi

サメだいすきすいぞくかん	 ともながたろ

高木菜那・美帆	 林直史

ぼくは恐竜探検家！	 小林快次

星空を届けたい	 高橋真理子

みえるとかみえないとか	 ヨシタケシンスケ

わたしの森に	 ビナード

新 　刊 　書

新刊児童図書

　本映写技師の夫。

母親との確執が解消

できないままの妻。

一緒に暮らすと決め

たあの日から、少し

ずつ幸せに近づいて

いく。そう信じなが

ら、夫婦になったふ

たりが、「幸福論」

へと辿りつく姿を、

じっくりご堪能くだ

さい。

ふたりぐらし
桜木紫乃

　北海道一周海
棲哺乳類の旅、
サケの母川刷り
込みの解明、諸
事情により海に
下らないサケや
マス、殖えない

魚を殖やす難種苗生産魚種
への挑戦などなど北海道大
学水産学部の研究者の活動
を通じて、海で研究する魅
力を伝える一冊。

　サラリーマン

が異世界に転生

したらスライム

だった？シリー

ズ累計 450 万部

を突破した今最

も勢いのある大人気モンス

ター転生ファンタジーの第

12弾。多彩なキャラクター

の魅力溢れる、読み出した

ら止まらない物語です。

転生したらスライムだった件　12
伏瀬

ピックアップ！今月の３冊

海をまるごとサイエンス

マスコットキャラクター
「TO－マン」と「ライちゃん」

本を通して知る『白球を追いかけた青春』

　今年で第100回を迎えた夏の甲子園。今月は高校野球に関する図書を
紹介します。
　甲子園の記録や選手たちを記した図書では、『高校野球がまるごと
わかる事典』、『夏の高校野球100年史』、『高校野球21世紀伝説』、
『プロ野球選手の甲子園伝説』、『甲子園ヒーロー列伝』、『夏の甲子
園100回故郷のヒーロー』などがあり、見ていて飽きません。
　ノンフィクションでは北海道初の優勝校・駒大苫小牧野球部を題材に
した『大旗は海峡を越えた』、『勝ち過ぎた監督』、今はなき名門ＰＬ
学園野球部の栄光と終焉を記した『永遠のＰＬ学園』、甲子園初出場校
に隠された感動秘話『あっこと僕らが生きた夏』、現日本ハム監督・栗
山英樹氏の『2011年、特別な夏』がオススメです。
　小説では『さいとう市立さいとう高校野球部』シリーズ、『敗者たち
の季節』、『晩夏のプレイボール』（あさのあつこ）、『もし高校野球
の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』シ
リーズ（岩崎夏海）、『僕の青春』（半村良）、『大延長』（堂場瞬一）、
『夏空白花』（須賀しのぶ）などがあります。
　そして、高校野球で忘れられないのは『ドカベン』（水島新司）、
『タッチ』、『Ｈ２』（あだち充）などのコミックの数々です。
　毎年ドラマが生まれる高校野球。ぜひ本からもその素晴らしさを体感
していただければと思います。

　７月に『ファーストラヴ』で第159回直木賞を受賞した島本理生さん
は小学生の頃から小説を書き始め、1998年に15歳にして小説コンクー
ルで受賞するという早熟ぶりを発揮し、さらに高校在学中に執筆した作
品が芥川賞候補にノミネートされました。
　その勢いは『生まれる森』、『大きな熊が来る前に、おやすみ。』、
『夏の裁断』での芥川賞候補ノミネート、『アンダスタンド・メイビー』
での直木賞候補ノミネートと今日まで続いています。また、2017年に
映画化された代表作『ナラタージュ』が縁で、2006年に初のテレビ出
演も果たしています。
　他の在館本：『Ｒｅｄ』、『クローバー』、『イノセント』など

島
しま

本
もと

　理
り

生
お

（1983～）
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場

をご利用ください

子育て総合センター内

☎84－５４４０

わくわく教室　午前９時30分～11時30分

よちよち教室（１歳児対象）　午前９時30分～11時30分

開　催　日 内　　　　容

９月14日（金）
晴天時／公園あそび（ダンボールすべり）

荒天時／サーキットあそび

10月12日（金）秋の製作

ましゅまろ教室（０歳児対象）　午前10時～11時30分

開　催　日 ９月21日（金）

特別行事

開　催　日 内　　　　容

10月１日（月）

10時～

11時30分

子育て講演会
　場　所　子育て支援センター

　演　題　「子どもの心の発達と親の関わり」

　講　師　臨床発達心理士

　中山美知子　氏

　託　児　あり

　締　切　９月26日（水）

10月17日（水）

９時20分～

12時

愛別町との交流会
　場　所　愛別町子育て支援センター

　　　　　「のびっこランド」

　集　合　子育て支援センター

　締　切　10月10日（水）

●絵本・ＤＶＤの貸し出し　午前９時～午後５時

　開館日であればいつでも利用可能。

　貸し出し期間は２週間までです。

　絵本～１回５冊まで　ＤＶＤ～１回２枚まで

●子育て相談　午前９時～午後５時

　開所日であればいつでも相談に応じます。

　・来所相談（事前に電話をお願いします）

　・電話相談（☎８４－５４４０へお電話ください）

あそびの広場（プレイルームの開放）午前10時～11時30分

開　催　日 ９月10日（月） 10月15日（月）

●
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
当
麻
町
３
条
東
２
丁
目
11
番
１
号
〔
当

麻
町
役
場
内
〕
☎
８
４
―
７
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
―
７
３
３
３

　

メ
ー
ル kitayon@

potato.ne.jp

）

●
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

　
（
☎
８
４
―
７
２
２
２　

24
時
間
対
応
）

た
め
、
職
種
を
超
え
た
地
域
の
関
係
者
た
ち

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
地

域
支
援
協
議
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
川
中
部
北
４
町
で
は
、
「
上
川
中
部
北

４
町
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

協
議
会
」
が
そ
の
役
割
を
担
い
、
専
門
の
地

域
づ
く
り
部
会
に
お
い
て
、
障
が
い
か
ら
生

じ
る
差
別
の
解
消
と
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
の
実
現
に
向
け
て
、
以
下
の
協

議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば

①
「
不
当
に
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
た
」

㊿
障
害
者
差
別
解
消
法
（
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

そ
の
３

●
障
害
者
の
差
別
解
消
と
ス
ム
ー
ズ
な
取
り

組
み
が
実
践
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
と
役
割

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

「
合
理
的
配
慮

を
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
」
な

ど
の
差
別
解
消

に
向
け
た
相
談

体
制
づ
く
り
。

②
情
報
の
共
有
と

関
係
機
関
相
互
の
連
携
。

③
差
別
を
原
因
と
し
た
当
事
者
と
事
業
者
間

の
紛
争
に
、
協
議
会
構
成
機
関
に
よ
る
仲

立
ち
や
調
整
な
ど
解
決
へ
の
後
押
し
。

④
複
数
機
関
に
よ
る
対
応
。　
　
　
　

な
ど

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

開　催　日 内　　　　容

９月12日（水）リトミック

９月19日（水）
野菜スタンプ

（汚れてもいい服装でお越しください）

９月26日（水）
晴天時／ダンボールすべり

荒天時／新聞あそび

10月３日（水）ミニ運動会

10月10日（水）

晴天時／しゃぼん玉

荒天時／色付きしゃぼん玉

（汚れてもいい服装でお越しください）



ハートフルタウンとうまでは、宅地と宅地の間に住民の方に
自由に使っていただける、幅5ｍのスペースを設けました。
バーベキューをするもよし、ランニングや子どもの遊び場など
使い方はいろいろです。

LED 街灯



ハートフルタウンとうまでは、宅地と宅地の間に住民の方に
自由に使っていただける、幅5ｍのスペースを設けました。
バーベキューをするもよし、ランニングや子どもの遊び場など
使い方はいろいろです。

先着順にて

随時受付中です！
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と 

う
ま
新
米
・
新
そ
ば
ま
つ
り

狂 

犬
病
予
防
注
射
接
種

　狂犬病予防注射は、法律により室内犬、室外犬を
問わず、必ず受けなければいけないと義務づけられ
ています。
　狂犬病予防注射を接種していない場合は、動物病
院で接種し、交付される「狂犬病予防注射済証」を持
参の上、役場で狂犬病予防注射済票の交付手続きを
してください。
　なお、予防注射済票の交付手数料として550円が
掛かります。
●狂犬病予防注射を受けなければならない犬
　生後91日以上の犬は毎年１回、必ず受けなけれ
ばなりません
●注意事項　他の予防注射（混合ワクチンなど）を接
種した時や病気などの治療中の場合は、かかりつ
けの獣医師に相談し、狂犬病予防注射接種の判断
をしてください
●他にも役場へ届け出が必要な場合があります
・飼い主の住所および氏名が変わった時
・飼い主が替わった時（家族や親類、近所での譲渡
においても届け出が必要です）

・飼い犬が死亡した時
●問い合わせ先　税務住民課環境生活係
　（☎84－２１１１内線134）

国 

民
年
金
保
険
料
前
納

　前納は、一定期間分の国民年金保険料を一括して
納めることで割引されるお得な制度です。さらに口
座振替は、安心・便利な上、保険料がお得です。ぜ
ひご利用ください。
●平成30年度の国民年金保険料額
・定額保険料〔現金納付〕　　月額16,340円
・定額保険料〔口座振替当月末引き落とし〕
　月額16,290円（割引額50円）
・６カ月前納定額保険料（今年10月に平成30年10
月分から平成31年３月分を前納する場合）
　〔現金納付〕97,240円（割引額800円）
　〔口座振替〕96,930円（割引額1,110円）
※前納を希望される方は、お早めに旭川年金事務所
にお問い合わせください
●問い合わせ先
　旭川年金事務所（☎27－１６１１）

　田が黄金色に色づく季節が近づいてきました。
　当麻町収穫祭実行委員会では、毎年恒例のとうま
新米・新そばまつりを開催します。
　当日は、素材が自慢の当麻産新米のおにぎりや、
新鮮な挽きたてのそば粉を使った手打ちそばをご賞
味いただける他、ＪＡ当麻による新米販売、太鼓の
演奏、ダンスグループの踊り披露、各種露店の出店
など、さまざまな催しが行われます。
　なお、会場で使える手打ちそば２食の食券に加え、
お楽しみ抽選券がついた１枚1,000円の前売り券を
下記の町内各所で取り扱っています。
　また、前売り券をお求めではない方でも、手打ち
そば１食を500円でご堪能いただけ、さらに、会場
内で新米10kg以上を購入された方は、前売り券購
入の方と同様にお楽しみ抽選ができます。
　ご家族そろって来場いただき、当麻ならではの天
高く馬肥ゆる秋をご体感ください。
●日時　10月７日（日）午前10時～午後３時
●会場　ＪＲ当麻駅前広場
●前売り券取り扱い先　役場税務住民課（戸籍窓
口）、当麻農協総務課、農林業合同事務所（当麻農
協２階）、道の駅とうま、当麻町商工会、ヘルシー
シャトー
●問い合わせ先　農林業合同事務所内（当麻農協２
階）農業振興課（☎84－２１２３）

野 

犬
掃
と
う

　当麻町畜犬取締及び野犬掃とう条例に基づく野犬
掃とうを10月１日から平成31年３月31日まで行い
ます。
　野犬掃とうは、野良犬や浮浪犬による人などへの
被害を防ぐために実施するものです。期間中、町民
の皆さんが飼われている犬が捕獲されないようにつ
ないでおいてください。
　ご理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ　税務住民課環境生活係
　（☎84－２１１１内線134）

小 

動
物
合
同
慰
霊
祭

　愛別町外３町塵芥処理組合では、富沢衛生セン
ターにおいて、本年度の「小動物合同慰霊祭」を行い
ます。富沢衛生センター内獣魂碑前にて行いますの
で、お時間の許される方の参列をお願いします。
●対象者　平成29年10月１日から平成30年10月
４日までに小動物焼却施設を利用された方

●日時　10月５日（金）午後３時～
●場所　富沢衛生センター内獣魂碑前
●問い合わせ先　愛別町外３町塵芥処理組合
　富沢衛生センター（☎01658－6－5194）

ほ 

く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル

　旭川東警察署では子供や女性に対する声掛け事案
や特殊詐欺などの犯罪発生情報などをタイムリーに
メール配信しています。どなたでも登録できるので
ぜひご利用ください。
●登録方法　北海道警察ホームページ「安全なくら
し」から「ほくとくん防犯メール」に入って登録す
るか、誌面のＱＲコードを読み取れば簡単にアク
セスできます。

●問い合わせ　旭川東警察署生活安全課
　（☎34－０１１０内線261）
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　平成30年度の各種健(検)診は、９月から集団検診が始まります。新規申込・申し込み後の日程変更などを随時

受け付けていますのでご連絡ください。

●料金・対象者

内　　　容 料　金 対　象　者

国保特定健診(※１) 500円 当麻町国民健康保険に加入している40～74歳の方

健康診査(※１) 500円 30～39歳の方、後期高齢者医療保険に加入している方

胃がん検診(バリウム検査)

ピロリ菌検査(検便１日分)

1,000円

1,000円

30歳以上の方

(注意)ピロリ菌検査は、胃がん検診(胃バリウム検査)

を受ける方のうち希望者が対象となります。ピロリ

菌検査のみでは受けることができません

肺がん検診 (エックス線検査）

　　　　　（喀痰検査　＊該当者のみ）

500円

1,000円

大腸がん検診（便潜血反応検査　検便２日分） 1,000円

前立腺がん検診(ＰＳＡ検査) 1,000円 50歳以上の男性

子宮がん検診（頸部の検査、超音波検査）

　　　　　　（体部の検査　＊該当者のみ）

2,000円

1,000円

20歳以上の女性

ただし、平成29年度町の検診未受診の方

乳がん検診（乳房エックス線検査）
2,000円

40歳以上の女性

ただし、平成29年度町の検診未受診の方

骨粗しょう症検診(腕の骨のエックス線検査） 500円 20 歳以上の女性

(※1)の健診内容　問診、身体計測、腹囲測定(30～74歳)、診察、血圧測定、血液検査(脂質代謝、肝機能、糖代

謝、腎機能)、尿検査　※貧血、心電図、眼底検査は該当者のみ実施　※歯科相談(30～59歳、60歳以上の希望者)

●問い合わせ先　健康課健康推進係（☎84－２１１１内線174）

　特定健診に関する問い合わせは健康課保険医療係（☎84－２１１１内線179・181）

　心臓病や脳卒中の発症率を高める『メタボリックシンドローム』に注意！

腹囲

男性85㌢以上

女性90㌢以上

以下のうち２つ以上該当

●血糖値が高い

●血圧が高い

●中性脂肪が高いか善玉

　コレステロールが低い

メタボリックシンドローム

メタボリックシンドロームとは、お腹の周りにつく

内臓脂肪の蓄積によって、高血糖、高血圧、脂質異

常を合併した状態を言い、危険因子が重なることで

心臓病や脳卒中の発症率を高めます。

特定健診・健康診査は、メタボ予防・

改善のための大切な機会となります。

年に１回、忘れずに受けましょう。

【集団健(検)診の日程】

●健康診査、特定健診、胃・肺・大腸がん検診、前立腺がん検診(健(検)診は午前中に実施します)

月　日 会　場 対象地区
健康診査
特定健診

がん検診

胃 肺 大
腸

前
立
腺

10月21日(日)

農村環境改善センター

全町 ○ ○ ○

10月22日(月) 中央２・４・７区、市街８・９区 ○ ○ ○ ○ ○

10月23日(火) 中央３区、宇園別全区、市街１・４区 ○ ○ ○ ○ ○

10月24日(水) 中央１・５区、市街２・５区 ○ ○ ○ ○ ○

10月25日(木)
保健福祉センター

伊香牛全区、緑郷区、市街３区 ○ ○ ○ ○ ○

10月26日(金) 中央６区、北星全区、開明区、東区、市街６区 ○ ○ ○ ○ ○

●子宮、乳がん検診、骨粗しょう症検診

　旭川がん検診センター(旭川市末広東２条６丁目)で実施します。当日は無料送迎バスがあります(集合時間・場

所は申し込みをされた方にご案内します)。同日に健康診査・特定健診、胃・肺・大腸がん検診も受けられます。

月　日 対象地区

９月10日(月) 中央２区、市街９区

10月10日(水) 市街２・５・８区

11月７日(水) 東区、開明区、緑郷区、市街３・４区

12月14日(金) 宇園別全区、伊香牛全区

平成31年１月22日(火) 中央５・７区、北星全区、市街６区

２月25日(月) 中央１・３・４・６区、市街１区

集団健(健)診の日程は地区

ごとに指定していますが、指

定日に都合がつかない場合、

日程を変更することができま

す。お問い合わせください。

各 

種
健（
検
）診
申
し
込
み
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農 

業
後
継
者
・
新
規
参
入
者
の
就
農
支
援

　町では、地域農業の後継者の確保を図るとともに、
将来の農村コミュニティを支える新しい担い手の育
成に資することを目的に、研修活動と住環境整備を
支援する「当麻町アグリサポート事業」を行っていま
す。本事業は就農前の研修を支援するもので、各事
業メニューごとに、その他各種要件などがあります。
平成30年度に申請予定の方は10月12日（金）までに
お問い合わせください。
●進学補助　将来、経営移譲などにより農業経営を
行うために、大学、短大などの農業に関する学科
（農業大学校含む）に進学し就学するために必要な
経費の一部を助成。【補助内容】年額24万円を限
度。最大適用期間は４年間
●家賃補助　農家でない世帯の方が行う１年間以上
の農業研修活動に伴う負担を軽減するため、家賃
の一部を助成。【補助内容】家賃の２分の１以内。
月額２万円を限度。最大適用期間は２年間
●研修受入補助　農家でない世帯の方を受け入れ
て行われる農業研修活動に伴う負担を軽減するた
め、研修受入経費の一部を助成。【補助内容】１年
間以上にわたる長期受入の場合、月額３万円を限
度として最大適用期間は２年間。４週間以内の短
期受入の場合、１日当たり1,000円を基本として、
それに宿泊が伴う場合は2,000円を上乗せ
●問い合わせ先　農林業合同事務所内（ＪＡ当麻２
階）農業振興課農政係（☎84－２１２３）

農 

業
経
営
に
伴
う
補
助

　町では、山間部における田畑をエゾシカ被害など
から対処するための電気牧柵等装置、農産物の生産
性と品質の向上・地力増進のための堆肥場設置、農
作物被害を防止するためのアライグマ捕獲用おり購
入に対し補助を行っています。平成30年度中に設
置をお考えの方は、10月12日（金）までにお問い合
わせください。なお、対象は町税などを滞納してい
ない町民の方で予算の範囲内で補助をします。
●電気牧柵等設置
・補助額　事業費の３分の１以内（千円未満の端数
は切り捨て）

・対象設備　電気牧柵、バラ線牧柵、発光式防除機
または音響式防除機（音響式防除機は爆音機を
除く）
●堆肥場設置
・補助額　3.3㎡（1坪）当たり2,000円以内
・対象基準　33㎡（10坪）以上、330㎡（100坪）
以下とし、堆肥場の４辺のうち、２辺以上に60㎝
以上の擁壁を設置。また、堆肥場内の汚水の用排
水などへの流入防止を行う
●アライグマ捕獲用おり購入
・補助額　アライグマ捕獲用おり購入費の２分の１
以内（千円未満の端数は切り捨て）とし、上限額は
15,000円

・補助基準　アライグマ被害に遭われている町民
の方
●問い合わせ先　農林業合同事務所内（ＪＡ当麻２
階）農業振興課農政係（☎84－２１２３）

　糖尿病の３大合併症は神経の障害、目の障害、腎臓の障害です。それぞ
れの障害の頭文字をとって「しめじ」と覚えましょう！
　　○し→神経（神経障害）、○め→目（網膜症）、○じ→腎臓（腎症）
　一般的に「しめじ」は糖尿病が発症してから徐々に「し」→「め」→「じ」
の順番で合併症が起きてきます。
　今月号では「しめじ」の「し」→「神経障害」について解説します。

▲糖尿病神経障害は足
※

壊
え

疽
そ

の主因です！（※皮膚や皮下組織などが死んで腐ること）
　高血糖が続くことで手足の末梢神経に異常をきた
し、しびれや痛みなどの感覚異常を感じるようになり
ます。さらに進行すると知覚が低下した結果、ちょっ
とした傷からバイ菌が入って足が腐り、足や指の切断
を余儀なくされる場合もあります。（右図参照）
　その他、立ちくらみ、発汗異常、便秘、下痢、排尿
障害などを始め、全身にさまざまな症状が現れます。

注）合併症の発症順序や発症までの期間は個人差があり必ずしもこのようになるとは限りません

げ
ん
き 
の 
素
183

―
糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
は﹃
し・

・
め・

・
じ・

﹄で
す
①

︵﹁
し
﹂神
経
の
障
害　

神
経
障
害
︶―

糖尿病になって５年位で発症すると言われています。
何か気になる症状があれば「足のしびれくらい大したことはないだろう」など
と勝手な判断はせず医師に相談することが大切です。
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く 

ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

自 

衛
官
等
募
集

①自衛官候補生
・資格　日本国籍を有し、採用予定月１日現在で
18歳以上27歳未満の男女

・受付期間　年間を通じて行っています。
　※採用予定数に達した場合は実施しません
・試験期日　10月21日（日）・22日（月）いずれか１日
・試験会場　陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
②防衛大学校学生　一般採用試験（前期）
・試験期日　第１次試験11月３日（土）・４日（日）
③防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）
・試験期日　第１次試験10月20日（土）
④防衛医科大学校医学科学生
・試験期日　第1次試験10月27日（土）・28日（日）
－②、③、④共通－
・資格　日本国籍を有し、18歳以上21歳未満の高
卒者（見込み含む）

・受付期間　９月５日（水）～28日（金）
・試験会場　陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
●問い合わせ先
　自衛隊旭川地方協力本部北地区隊
　（☎54－５６１７）
　役場総務課防災係（☎84－２１１１内線112・114）

住 

宅
・
土
地
統
計
調
査

　総務省では、住宅・土地統計調査を10月１日現
在で実施します。
　調査対象は、統計理論に基づき無作為に抽出され
た一般世帯です。
　９月から10月にかけて、調査員が対象世帯に伺
いますので、ご理解とご協力をお願いします。
　皆さんからご提出していただく調査票について
は、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されます
ので、正確なご記入をお願いします。
●問い合わせ先　まちづくり推進課企画商工係
　（☎84－２１１１内線122）

　くらしに関する悩み事、困り事についてご相談く
ださい（仕事、お金、家族、人との関係のことなど）。
「かみかわ・くらし安心センター　ほっと」が “一緒
に”課題を整理し “一緒に”解決方法を考えます。
●開催日時　９月18日・10月16日・11月20日
　12月18日
●時間　午後１時30分～３時30分
●場所　公民館まとまーる
●申し込み方法　開催日の２日前までに福祉課福祉
係へ電話でお申し込みください（要事前予約）
●申し込み先　福祉課福祉係（☎84－２１１１内線
191・192・193・194）
●問い合わせ先　かみかわ・くらし安心センター
ほっと（☎59－５００３）
※相談開始時間の確認などのため、「かみかわ・く
らし安心センター　ほっと」から電話連絡するこ
とがあります

殺 

そ
剤
の
空
中
散
布

　造林木に食害をおよぼす野ネズミの駆除を目的と
して、ヘリコプターによる殺そ剤の空中散布を実施
しますので、ご理解とご協力をお願いします。
●散布実施日
　９月10日から10月25日までのうち１日間
●散布時間帯　おおむね午前８時～午後５時
※天候により日程が変更される場合があります
●散布区域　開明（道有林上川南部管理区内）
●殺そ剤の種類　リン化亜鉛１％粒剤で、農薬取締
法による登録を受けている農薬です。
●散布面積および散布数量
　・面積　65.01㌶
　・散布量　53.1㎏
　・散布基準１㌶当たり0.8㎏　4,800粒
●事業実施者　上川南部森づくりセンター
●問い合わせ先　上川南部森づくりセンター森林整
備課森林整備係　坂井（☎46－４９０３）

電 

波
の
安
全
性
説
明
会

　総務省北海道総合通信局では、電波の安全性に関
する総務省施策の説明と、工学の立場から適正な電
波利用環境の実現について専門家を招き、説明会を
開催します（参加無料）。
●日時　９月30日午後１時～３時
　（開場は午後12時30分）
●場所　旭川トーヨーホテル２階　丹頂の間
　（旭川市７条通７丁目32－12）
●申し込み方法　９月21日までに下記の申し込み
先に電話でお申し込みください。定員（100人）に
なり次第、締め切ります。
●申し込み先　株式会社オーエムシー「電波の安全
性に関する説明会（旭川）」係
　（☎03－5362－0117）

〈８月中火災出動・平成30年累計〉
月 合 計 １ 件
累　　計 ４ 件

交通事故状況〈平成30年累計・８月末現在〉

当
麻
町

発生件数
人　身　　　　　２ 件
物　損　　　　　77 件

死 者 数　　　　　　　　　　　０ 人
傷 者 数　　　　　　　　　　　２ 人

道内での死者数　　　　　　　　　　92 人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

（　）内は搬送人員
急　　病 23 件（　20 人）
一般負傷 ５ 件（　４ 人）
交　　通 ２ 件（　２ 人）
そ の 他 ２ 件（　２ 人）
月 合 計 32 件（　28 人）
累　　計 200 件（168 人）

〈８月中救急出動・平成30年累計〉
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い
き
い
き
笑
顔

　「口の乾きが気になる」「硬い物
が食べにくくなった」「むせやす
くなった」「口のにおいが気にな
る」「料理の味付けが濃くなって
きた」など心当たりはありません
か？もしかしたら、口の機能が低
下しているかもしれません。

【口の健康を守るためには】
①食後に歯をしっかり磨きましょう。
　口の中の細菌の繁殖を予防できます。歯間ブラシやデンタルフロスの使用も効果的です。

②人とたくさん会話をしましょう。
　話すことは唇、舌、頬、喉などの運動になります。積極的に人と話す機会を増やしましょう。

③だ液を増やしましょう。
　だ液には殺菌効果、食べ物をまとめやすくし、飲み込みやすくする、消化を助ける効果があ
ります。口の渇きや口臭が気になってきた方は唾液腺マッサージを行ってみましょう。

④噛む力、飲み込む力を鍛えましょう。
　口周りや舌の筋肉は加齢に伴い、徐々に衰えてきます。そのため、口周りや頬の筋肉を鍛え
ることが大切になります。

【口周りの体操をしてみましょう】

―
は
じ
め
ま
し
ょ
う
健
口
生
活
！
―

問い合わせ先　当麻町地域包括支援センター（健康課介護係）　☎ 84－2111（171・175・176）

《口の健康の悪化が及ぼす影響》

《入れ歯を使用している場合》
　入れ歯を外して磨きましょう。洗浄剤の利用も効果的です。また、歯肉を磨くことは血
液の流れを良くし、歯肉が痩せることを防ぎ、入れ歯の不具合も予防できます。
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Diary
マイタウン ９

１0
 10

20

 保セ  保健福祉センター
医科診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土・日・祝祭日は休診

〔午前〕月～金曜日　8：30～11：30　〔午後〕月・木曜日　13：00～18：30 ／火・金曜日　13：00～16：30

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15

・広報「我が郷土」発行日
・忠魂祭典
・子宮・乳がん検診
　（対象地区＝中央２、

市街９区）

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

・当麻町敬老会
　（まとまーる　）　 9：30～11：30

・道民交通安全日
・町民プールクローズ

16 17 18 19 20 21 22
・道民家庭の日
・ニュースポーツ講

習及び体験会

・声かけあいさつ運動の日
・５歳児健診
　保セ 13：00 ～

・医科診療所午後休診
・高齢者学級開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

・医科診療所午後臨時休診
・秋の全国交通安全

運動（30日まで）

・当麻小学校開校記念日
・秋の登山講座

23 24 25 26 27 28 29
・当麻町交通安全日 ・上・下水道使用料納入期限

・心配ごと相談
・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

30 １ ２ ３ ４ ５ ６
・町税第２期納期限
・国民健康保険税第

３期納期限
・後期高齢者医療保

険料第３期納期限
・介護保険料（普通徴

収）第３期納期限
・声かけあいさつ運動の日
・赤い羽根共同募金運

動（12月31日まで）

・田んぼの学校
　稲刈り11：00 ～

・医科診療所午後休診 ・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

・乳児健診
　保セ 13：00～

・１歳６カ月児健診
　保セ 14：30～

・心配ごと相談

７ ８ ９ 10 11 12 13
・新米・新そばまつり ・医科診療所午後休診

・広報「我が郷土」発行日
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

14 15 16 17 18 19 20
・宇園別地区学習文

化発表会
・国民年金・厚生年

金支払日
・声かけあいさつ運動の日
・道民交通安全日
・秋の全道火災予防

運動（31日まで）

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

・医科診療所午後休診
・高齢者学級開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9：30～11：30

　
　
　
　
　

俳
句

廃は
い

屋お
く

の
茂し
げ

り
野や
ち
ょ
う鳥
の
に
ぎ
に
ぎ
し

	

鈴
子

無む

人じ
ん

駅え
き

降お

り
た
つ
母ぼ

子し

に
盆ぼ
ん

の
月つ
き

	

忠

大だ
い

接せ
っ

近き
ん

火か

星せ
い

に
あ
ず
け
て
夜よ

干ぼ
し

梅う
め

	

誓
子

月げ
っ

虹こ
う

や
我わ
れ

ひ
と
り
な
り
半は
ん

夏げ
し
ょ
う生

	

好

太た
い
こ鼓

打う

つ
空そ
ら

に
届と
ど

け
と
盆ぼ
ん

踊お
ど

り

	

栄
子

　
　
　
　
　

川
柳

ス
ト
ー
ブ
に
手
黒
岳
に
雪
こ
の
夏
は

	

櫻
井　

清
和

紫
煙
な
き
町
に
な
ら
ぬ
か
当
麻
町

	

林　
　

義
明

お
ま
つ
り
に　

み
ん
な
で
い
っ
て　

た
の
し
い
な

	

公
平　

彩
葉
（
小
学
１
年
）

な
つ
休
み　

く
る
の
た
の
し
み　

う
き
う
き
だ

	

三
浦　

和
莉
（
小
学
２
年
）

ラ
ン
ド
セ
ル　

な
ん
で
も
入
る　

べ
ん
り
だ
な

	

公
平　

有
耶
（
小
学
３
年
）

お
花
に
ね　

チ
ョ
ウ
チ
ョ
が
み
つ
を　

す
い
に
き
た

	

宮
崎　

ゆ
ら
（
小
学
３
年
）

委
員
会　

だ
い
じ
な
こ
と
を　

話
し
合
う

	

金
子　

來
未
（
小
学
４
年
）

ド
ラ
え
も
ん　

子
ど
も
た
ち
に
は　

大
に
ん
き

	

七
戸　

美
心
（
小
学
４
年
）

あ
い
さ
つ
で　

町
中
み
ん
な
の　

顔
笑
顔

	

佐
藤　

結
梨
（
小
学
５
年
）

夏
休
み　

プ
ー
ル
ま
ん
い
ん　

い
も
あ
ら
い

	

福
井　

一
在
（
小
学
５
年
）

親
切
で　

心
や
さ
し
い　

町
の
人

	

公
平　

夕
結
（
中
学
２
年
）

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い
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でんすけくんの

メモ

イットク

大雪消防組合当麻消防署

　

夏
休
み
中
の
旅
行
客
で
に
ぎ
わ
う
道

の
駅
と
う
ま
で
８
月
17
日
、
グ
ッ
ド
ラ

イ
ダ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
当
麻
町
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ（
深
谷
洋
子
会

長
）が
行
い
ま
し
た
。

　

主
に
自
動
二
輪
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に

内
閣
府
が
定
め
て
い
る「
バ
イ
ク
の
日

（
８
月
19
日
）」を
目
前
に
控
え
、
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た

も
の
。
メ
ン
バ
ー
は
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手

渡
し
な
が
ら「
交
通
事
故
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
ね
」と
笑
顔
で
安
全
運
転

を
訴
え
ま
し
た
。

道
の
駅
で
交
通
安
全

　
　
　
　
　
呼
び
か
け

夏
の
交
通
安
全
運
動

　皆さん、ご家庭に住宅用火災警報器は設置されていますか？設置していても
警報器が鳴るかどうかテスト（１カ月に１度が目安）はしていますか？
　住宅用火災警報器の電池寿命は、おおむね10年となって
います。交換時期が近づくと『ピッ』と音で知らせるタイプ
と、機器に交換時期が明記されたシールが貼ってあるタイプ
があります。いざという時に動かなくては困りますので１度
点検してみて下さい。
※警報器の種類によっては電池交換できない物もあります
ので、詳しくは取扱設明書をご覧下さい

★住宅用火災警報器の電池について★

鮮
や
か
な
衣
装
で

　
　
　
　
　
舞
う

子
ど
も
・
仮
装
盆
踊
り

　

仮
装
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会
主
催

の
子
ど
も
・
仮
装
盆
踊
り
大
会
が
８
月

17
日
に
Ｊ
Ｒ
当
麻
駅
前
広
場
特
設
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
音
楽
と
蟠
龍
太
鼓
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
、
鮮
や
か
な
浴
衣
に
身
を

包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
踊
り
始
め
る

と
、
会
場
に
は
穏
や
か
な
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
団
体
８
チ
ー
ム

１
６
４
人
、個
人
の
部
に
20
人
が
参
加
。

手
の
込
ん
だ
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は「
ア
ラ
ッ
？
美
ア
～

ん
♥
ナ
イ
ト
ウ
マ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
」が
、
個
人
の
部
で
は「
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
」が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。



後
、
工
場
、
出
荷
ヤ
ー
ド
を
三
上
社
長
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
場
で
は
、
溶
接
や
切
断
は
８
台
の
全

自
動
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
お
り
、
事

務
所
の
パ
ソ
コ
ン
で
大
ま
か
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
ロ
ボ
ッ
ト

で
作
り
、
最
後
に
職
人
の
手
と
目
で
調
整

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

セ
ラ
フ
レ
ー
ム
の
製
造
は
、
約
10
工
程

の
検
査
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
切
断
や
溶
接
、
１
５
０
ト
ン
の
圧
力

で
簡
単
に
鉄
に
穴
を
空
け
る
な
ど
、
ど
こ

を
見
て
も
思
わ
ず
「
お
〜
概
」
と
言
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
は
、
第
26
回
旭
川
し
ん
き
ん
産
業

奨
励
賞
を
受
賞
や
北
洋
銀
行
ド
リ
ー
ム
基

金
の
対
象
に
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
評
価
さ
れ
て
い
る
世
良
鉄
工
。

　

三
上
社
長
は
「
セ
ラ
フ
レ
ー
ム
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
家
と
い
う
人
生

で
一
番
大
き
な
買
い
物
に
な
る
の
で
安
心

し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
確
か
な
製

品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
話
し
ま
し
た
。

　

　

町
の
企
業
探
索
も
早
く
も
３
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
世
良
鉄
工
株
式
会
社

（
３
西
４
）に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

昭
和
15
年
に
世
良
鉄
工
所
と
し
て
創
設

さ
れ
、
昭
和
54
年
に
世
良
鉄
工
株
式
会
社

と
し
て
法
人
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

３
代
目
と
な
る
三
上
正
幸
さ
ん
が
平
成
29

年
４
月
に
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
、
10

人
の
従
業
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
「
セ
ラ
フ
レ
ー
ム
」
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
昭
和
53
年
に
実
用
新
案
権
を
取
得
し

た
セ
ラ
フ
レ
ー
ム（
鋼
製
床
下
梁
）は
、
床

下
に
柱
を
等
間
隔
に
立
て
る
代
わ
り
に
使

わ
れ
、
鉄
の
梁
を
使
う
こ
と
で
柱
が
な
く

て
も
床
下
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
束
石
や
独
立
基
礎
が
不
要
に
な
り
、

施
工
期
間
の
短
縮
や
残
土
処
理
の
必
要
数

量
が
減
り
、
廃
棄
物
の
削
減
に
よ
る
環
境

負
担
、
費
用
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
と
の
取
り
引
き
が
多
く
、

道
内
の
ほ
と
ん
ど
の
床
下
に
使
わ
れ
て
お

り
、
関
東
で
も
地
盤
が
悪
い
と
こ
ろ
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
な

ど
の
大
き
な
建
物
の
２
階
に
も
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

事
務
所
で
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

世良鉄工株式会社
【取材】　長谷川浩保　佐々木利光　今成優仁
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長
多
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
所

持
し
て
お
り
当
麻
山
で
の
活
動
に
も
生

か
さ
れ
て
い
る

｢

猟
銃
と
狩
猟
の
免
許
、
木
育
マ
イ
ス

タ
ー
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
検
定
（
初
級
）

な
ど
を
持
っ
て
い
ま
す （
長
多
）」

　

こ
れ
ま
で
は
一
人
で
当
麻
山
の
可
能

性
を
模
索
し
て
い
た
石
黒
さ
ん
だ
が
、

知
識
豊
富
な
長
多
さ
ん
が
仲
間
に
加
わ

っ
た
こ
と
は
心
強
い
と
話
す
。

「
経
験
値
が
す
ご
く
あ
る
方
な
の
で
、

自
分
も
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
学
ば
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
（
石
黒
）」

　

最
近
、
多
発
す
る
熊
の
出
没
に
よ
り

早
朝
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
欠
か
さ
な

い
２
人
。
家
族
と
過
ご
す
時
間
よ
り
、

当
麻
山
で
お
互
い
顔
を
合
わ
せ
る
時
間

の
方
が
長
い
と
笑
い
合
う
。
そ
ん
な
２

人
か
ら
見
る
当
麻
山
の
魅
力
と
は
―

「
市
街
地
か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
と
、

特
に
く
る
み
な
の
散
歩
道
は
足
の
悪
い

方
で
も
比
較
的
歩
き
や
す
く
、
道
中
は

休
憩
す
る
場
所
も
あ
る
の
で
、
誰
で
も

入
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
（
石
黒
）」

「
冬
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
当
麻

山
を
散
策
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
。
巨

大
な
ミ
ズ
ナ
ラ
が
生
え
て
い
る
昔
の
原

生
林
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
箇
所
も
あ
り

ま
す
（
長
多
）」

「
大
人
か
ら
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
で
す

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
気
軽
に
楽
し

め
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
よ

り
多
く
の
人
に
そ
れ
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
で
す
（
石
黒
）」

｢

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
関
し
て
は
、
地
産

地
消
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が

全
国
で
あ
り
ま
す
。
北
海
道
は
食
材
も

豊
富
で
す
し
、
当
麻
町
な
ら
な
お
さ
ら

な
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
み
た
い
で

す
。
ま
た
ジ
ビ
エ
的
な
部
分
も
取
り
入

れ
た
い
で
す
。
来
て
楽
し
い
場
所
に
し

た
い
で
す
ね
（
長
多
）」

　

多
く
の
人
で
溢
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
の

光
景
を
前
に
〝
こ
れ
も
２
人
の
活
動
の

た
ま
も
の
で
は
？
〟
と
尋
ね
た
と
こ
ろ

２
人
は
「
も
と
も
と
潜
在
的
に
す
ご
く

良
い
場
所
だ
っ
た
だ
け
で
す
よ
」
と
笑

顔
で
答
え
た
。

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
検
定
…
日
本
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
協
会
が
考
案
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
文
化
を
普
及
し
て
い
く
た
め
の
資
格

制
度
。
初
級
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
マ
ス

タ
ー
ま
で
の
検
定
が
あ
る

※
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
…
北
海
道
が
認
定

す
る
木
育
を
普
及
さ
せ
る
専
門
家

　

８
月
、
夏
休
み
を
迎
え
た
当
麻
山
は

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
は
テ
ン
ト
が
所
狭
し
と

設
置
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響

き
渡
っ
て
い
る
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
…
。

近
年
〝
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

そ
う
〟
的
な
考
え
方
が
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
当
麻
山
の
利
用
者
増

の
起
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
一
方
で
当
麻
山
の
フ
ィ

ー
ル
ド
を
活
用
し
た
新
た
な
コ
ン
テ
ン

ツ
作
り
を
活
発
に
行
い
、
当
麻
山
の
可

能
性
を
引
き
出
す
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

仕
掛
け
人
は
観
光
施
設
管
理
を
担
う

（
株
）と
う
ま
振
興
公
社
職
員
の
石
黒
康

太
郎
さ
ん
と
、
今
年
４
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
当
麻
山
を
中
心

に
活
動
す
る
長
多
邦
裕
さ
ん
。

｢

営
業
終
了
後
の
ス
キ
ー
場
を
借
り
て

ス
ノ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
実
験
を
し
た
り
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
、
ス

キ
ー
と
違
う
冬
の
当
麻
山
の
楽
し
み
方

を
発
信
し
て
い
ま
す
（
石
黒
）｣

「
当
麻
山
の
植
物
や
生
物
を
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
お
う
と
参
加
型
の
当
麻
山
図

鑑
作
り
を
し
て
い
ま
す
（
長
多
）」

　

取
材
時
、
２
人
は
子
ど
も
た
ち
を
集

め
て
、
生
木
を
使
っ
た
薪
割
り
や
木
工

ク
ラ
フ
ト
を
行
っ
て
い
た
。
使
わ
れ
て

い
な
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
一
区
画
に
、
テ

ン
ト
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ピ
ッ
ト
（
焚
き
火

台
）
を
設
置
。
こ
の
場
所
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
活
用
し
た
い

と
話
す
。
ア
イ
デ
ア
は
尽
き
る
こ
と
が

無
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
自
然
に
関
す
る

知
識
も
豊
富
な
２
人
。
実
は
石
黒
さ
ん

は
元
障
が
い
者
福
祉
施
設
職
員
、
長
多

さ
ん
は
元
当
麻
町
役
場
職
員
と
い
う
経

歴
を
持
つ
。

「
元
は
根
っ
か
ら
の
イ
ン
ド
ア
人
間
で
…
。

休
み
に
は
家
に
こ
も
っ
て
ひ
た
す
ら
映

画
を
見
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
前
の
職

場
の
先
輩
で
ア
ウ
ト
ド
ア
の
好
き
な
方

が
い
て
、
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
誰
か
と
一
緒
に
屋
外
で

活
動
す
る
と
い
う
楽
し
さ
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
（
石
黒
）」

「
役
場
に
勤
め
る
前
か
ら
自
然
体
験
活

動
団
体
の
一
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
。
自
然
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
役
場
を
退
職

し
た
後
は
、
七
飯
町
の
牧
場
で
働
い
て

い
ま
し
た
（
長
多
）」
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人のうごき ８月末現在・(　) 内は前月比

総人口	 男	 女	 世帯数
6,520（2）　3,014（2）　3,506（0）　3,059（2）
うち65歳以上
2,647（-5）

次号発行は10月10日（水）です

巻き上がる煙の中

紅い照明に照らし出される蒼き龍

フィナーレへと続くこの場面は

「蟠龍まつり」が

最高潮に燃え上がるシーンです

（詳細は２、３Ｐをご覧ください）

今月の表紙写真
「夏の夜よ　燃え上がれ」

　

過
ぎ
去
っ
た
８
月
は
、
我
々
日
本
人
に

と
っ
て
特
別
な
月
で
あ
る
。

　

先
月
号
で
記
念
日
に
つ
い
て
記
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
悲
し
い
過
去
の
記
念
日

が
重
な
っ
て
い
る
８
月
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｂ
―
29
爆
撃
機
に
よ

り
、
人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
が
８
月
６

日
の
朝
、
広
島
に
投
下
さ
れ
、
一
瞬
に
し

て
14
万
人
も
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
た
。

　

犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
人
々
の
霊
を
慰

め
、
平
和
を
祈
る
日
と
し
て
、
広
島
市
で

は
こ
の
日
を
「
平
和
記
念
日
」
と
定
め
た
。

　

９
日
に
は
長
崎
に
も
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
７
万
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
日
を
「
な
が
さ
き
平
和
の
日
」
と

制
定
し
、
世
界
平
和
を
祈
っ
て
い
る
。

　

73
回
目
を
迎
え
た
広
島
平
和
記
念
式
典

で
、
市
内
の
２
人
の
小
学
生
が
、「
平
和

へ
の
誓
い
」
を
強
い
思
い
を
込
め
て
宣
言

さ
れ
た
。

　
『
人
間
は
、
美
し
い
も
の
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

人
々
を
助
け
、
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
恐
ろ
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て

し
ま
う
の
も
人
間
で
す
。

　
（
中
略
）

　

平
和
と
は
、
自
然
に
笑
顔
に
な
れ
る

こ
と
。

　

平
和
と
は
、
人
も
自
分
も
幸
せ
で
あ
る

こ
と
。

　

平
和
と
は
、
夢
や
希
望
を
持
て
る
未
来

が
あ
る
こ
と
。

　
（
中
略
）

　

平
和
へ
の
思
い
を
折
り
鶴
に
込
め
て
、

世
界
の
人
々
へ
届
け
ま
す
。

　

73
年
前
の
事
実
を
、被
爆
者
の
思
い
を
、

私
た
ち
が
学
ん
で
心
に
感
じ
た
こ
と
を
、

伝
え
る
伝
承
者
に
な
り
ま
す
。』

　

平
和
を
願
う
純
真
な
気
持
ち
が
心
を
揺

さ
振
る
。

　

世
界
中
の
大
人
に
、
政
治
や
企
業
の

リ
ー
ダ
ー
に
、
こ
の
言
葉
が
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
３
年
８
カ
月
に

及
ん
だ
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
天
皇
に

よ
り
戦
争
終
結
の
放
送
が
な
さ
れ
た
。

　

毎
年
こ
の
日
に「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
挙
行
さ
れ
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
と
定
め
、
正
午
の
時

報
に
合
わ
せ
黙
と
う
を
捧
げ
て
い
る
。

　

本
年
は
、
今
上
陛
下
に
と
っ
て
最
後
で

あ
る
と
と
も
に
、
平
成
と
し
て
最
後
と
な

る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

平
成
天
皇
は
万
感
の
思
い
を
込
め
て
お

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
「
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な
歳
月
に

思
い
を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、
深
い

反
省
と
と
も
に
、
今
後
、
戦
争
の
惨
禍
が

再
び
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
う
。」

　

長
い
時
間
、
深
く
こ
う
べ
を
垂
れ
る
両

殿
下
の
お
姿
に
、
そ
の
願
い
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
お
気
持
ち
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
新

天
皇
・
皇
后
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

菊
川
健
一
／
当
麻
町
長

平
成
最
後
の
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
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８月31日現在で当麻町に住民票のある平成29年８月生まれの赤ちゃんです
（町広報撮影）

塚田　凛
りん
ちゃん

（３西３）
安田悠

はる

人
と
ちゃん

（３西３）

原きのみちゃん
（北１）

藤井綸
りん

花
か
ちゃん

（４南３）
石黒あいちゃん
（中１）

稗田七
なな

瀬
せ
ちゃん

（伊３）
山田桔

き

菜
な
ちゃん

（５東３）
今村朔

さく

優
や
ちゃん

（４西３）


